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お
は
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に 

感 

謝 

状 
 

「
お
は
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
は
平
成
17
年
か
ら
藤
沢
市

教
育
委
員
会
の
委
嘱
で
、
市
内

老
人
ク
ラ
ブ
が
小
学
校
の
子
ど

も
達
に
、
校
門
や
歩
道
橋
で
朝

の
あ
い
さ
つ
、
見
守
り
を
す
る

活
動
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は

長
後
地
区
老
人
会
の
人
と
、
個

人
参
加
の
人
が
い
る
。 

去
る
11
月
３
日
文
化
の
日

に
学
校
教
育
文
化
貢
献
者
感
謝

会
で
、
長
後
地
区
お
は
よ
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
で

10
年
以
上
の
継
続
者
が
表
彰

さ
れ
た
。 

「
子
ど
も
達
の
笑
顔
か
ら
元

気
を
も
ら
え
、
世
代
交
流
の
輪

が
広
が
る
の
で
今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
メ
ン
バ
ー
は

語
る
。 

感
謝
状
受
賞
者
（
敬
称
略
） 

 

雨
宮
光
代
・
井
上
み
ど
り 

 

小
嶋
芳
枝
・
田
場
川
善
雄 

 

角 

妙
子
・
安
達
百
合
子 

 

伏
木
綾
子 

 

以
上
７
名 

 祝 成人 式 

ろ 

ロ
ボ
ッ
ト
働
く 

 
 
 

自
動
車
工
場 

ほ 

方
向
転
換
の
上
手
な
神
奈
中
バ
ス 

 

へ 

兵
隊
の
魂
宿
る
忠
魂
碑 

る 
ル
ン
ル
ン
気
分
で
梨
狩
楽
し 

か 

可
愛
い
子
元
気
に
遊
ぶ 

 
 

緑
の
広
場 

よ 

頼
朝
の
宿
泊
し
た
る
渋
谷
城 

た 

大
規
模
な
古
代
遺
跡
の 

    

代
官
山 

れ 

歴
史
を
見
つ
め
る
長
後
街
道 

そ 

そ
っ
と
寄
り
添
う
双
身
仏 

つ 

通
勤
通
学
の
自
転
車
飲
み
込
む 

    

駐
輪
場 

    

の 

野
に
立
ち
て
幸
せ
祈
る
石
仏
ら 

お 

お
城
の
跡
の
天
満
宮 

く 

草
深
い
階
段
登
る
と
大
日
さ
ま 

や 

優
し
い
手
で
健
康
守
る
病
院 

    

け 

今
朝
も
ま
た 

 
 

富
士
が
ほ
ほ
え
む
長
後
宿 

 

き 

九
州
で
子
孫
栄
え
る
重
国
の 

ゆ 

優
勝
の
夢
見
て
練
習 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
少
年 

め 

目
覚
め
よ
と
祈
り
を
込
め
た 

 
 

稲
荷
さ
ま 

み 

三
ツ
角
は
輝
く
歴
史
の
生
み
の
親 

し 

静
か
に
置
か
れ
た
芭
蕉
の
句
碑 

ひ 

百
選
の
垣
根
の
通
り
散
歩
み
ち 

    

新
春
の
長
後
は
今
年
も
穏
や
か
だ
。
街
を
歩
く
と
い
ろ
い

ろ
な
風
景
が
目
に
留
ま
る
。 

未
来
を
に
な
う
地
域
の
子
ど
も
達
に
、
も
っ
と
お
も
し
ろ

く
長
後
の
街
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
原
田
稔
さ
ん
（
高
倉
）

が
約
三
十
数
年
前
に
「
長
後
い
ろ
は
か
る
た
」
を
作
っ
た
。 

ら 

ラ
ッ
パ
よ
り
時
報
の
流
れ
る
防
災
無
線

む 

村
人
の
愛
情
伝
わ
る
へ
き
堂
跡 

 

に
っ
こ
り 

ほ
ほ
え
む 

お
地
蔵
さ
ん 

 に 

 

植
田
に 

渡
る 

風
涼
し 

 う 
 

富
士
講
の 

香
り
を
残
す 

仙
元
塚 

 ふ 

 

両
の
市
を 

分
け
て
流
れ
る 

境
川  り 

 

温
も
り 

の
あ
る 

市
民
セ
ン
タ
ー 

 ぬ

 

寝
て
る
間
も 

休
ま
ず
守
る 

消
防
所 

 ね 

 

甘
い 

香
り
が
滞
う 

ぶ
ど
う
園 

 あ 

 

山
門
と 

菊
の
御
紋
の 

永
明
寺 

 さ 

 

も
う
夢
か 

製
糸
工
女
の 

賑
わ
い
は 

 も
 

 

ス
イ
ス
イ
と 

元
気
一
杯 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス 

す 

「長後いろはかるた」 

 2016年 

て 

手
を
組
み
て
ひ
た
す
ら
坐
禅
の
東
勝
寺 

 

※現在の 
 藤沢総合高校 

 

成人対象者数 
     男   女    計 
藤沢市 2,178人 1,897人 4,075人 

長 後      149人   124人   273人 

おめでとうございます 



15/12/24 13 時 26 分 
 

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 

 
 
 
 
 

（
46
）
０
４
１
６ 

  

  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3 月７日（土） 

13 時 30 分～15 時４0 分 
場所：長後市民センター 3 階ホール 
定員：成人 20 人（2 回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

安
否
確
認
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
配
布 

上
高
倉
中
部
自
治
会 

大
規
模
災
害
時
の
安
否
確
認

を
迅
速
に
行
う
た
め
、
上
高
倉

中
部
自
治
会
で
は
全
５
２
８
世

帯
に
「
我
が
家
は
無
事
で
す
」

と
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
を
配
布
し
た
。 

こ
の
ハ
ン
カ
チ
は
、
有
事
の

際
、
道
路
か
ら
確
認
で
き
る
所

に
掲
げ
て
、
救
助
や
救
護
の
必

要
が
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
も
の
で
、
効
率
の

良
い
救
助
活
動
に
繋
げ
る
目
的

を
持
つ
。 

こ
の
取
り
組
み
は
当
自
治
会

の
昨
年
度
か
ら
の
引
き
継
ぎ
事

業
で
、
型
見
本
の
情
報
収
集
、

予
算
に
合
わ
せ
て
ハ
ン
カ
チ
購

入
や
印
刷
所
の
手
配
、
袋
詰
め

と
役
員
や
防
災
部
長
な
ど
が
手

作
り
で
仕
上
げ
た
。
防
災
部
長

の
大
石
さ
ん
は
「
こ
の
ハ
ン
カ

チ
で
地
域
の
絆
が
結
ば
れ
る
と

い
い
で
す
ね
」
と
話
し
た
。 

長
後
地
区
で
は
他
に
も
複
数

の
自
治
会
が
配
布
し
て
い
る
。 

公
民
館
事
業 

「自
分
で
で
き
る
骨
盤
矯
正
」 

日
時 

２
月
16
日(

火)
 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

対
象 

成
人
20
名 

講
師 

整
体
師 

小
林
祥
子
先
生 

申
込 

２
月
２
日(

火)

８
時
30
分

電
話
又
は
来
館 

公
民
館(

46)

７
３
７
３ 

サ
ー
ク
ル
募
集 

Ｂ
・エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｏ 

講
師 

三
丸
美
香
先
生 

内
容 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ヨ
ガ 

会
費 

２
５
０
０
円(

３
～
４
回) 

申
込 

小
林
晶
子(

44)

９
４
８
７ 

編
集
後
記 

☆
１
行
ご
と
の
文
章
は
知

行
一
致
と
修
行
の
よ
う
。
行

は
仏
教
で
歩
く
の
意
。
苦

行
、
楽
行
で
も
な
く
中
道
が

よ
い
と
か
。
今
年
も
自
分
の

歩
幅
で
。 

 
 
(

Ｍ･

Ｉ) 

☆
初
春
を
迎
え
、
気
持
ち
を

新
た
に
編
集
作
業
に
取
り

組
む
。
毎
月
の
積
み
重
ね
が

新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い

く
。
次
に
つ
な
が
れ
ば
と
期

待
し
な
が
ら
。 

(

Ｙ･

Ｗ) 

☆
今
年
も
笑
顔
溢
れ
る
記

事
を
た
く
さ
ん
お
届
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
笑
う
門

に
は
福
来
る
。
幸
多
き
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

(

Ｋ･

Ｉ) 

☆
サ
ル
年
で
す
。
見
ザ
ル
・

言
わ
ザ
ル
・
聞
か
ザ
ル
で

は
、
長
後
地
区
の
出
来
事
を

み
な
さ
ん
に
、
お
届
け
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
な
り
に
お
届

け
し
ま
す
。 

 
(

Ｔ･

Ｓ) 

☆
ち
ょ
う
ご
だ
よ
り
の
編

集
は
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
学
べ
る
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。
今
年
も
長
後

の
新
た
な
魅
力
が
見
つ
か

る
か
な
？ 

 
 
(

Ｈ･

Ｙ) 

12
月
５
日(

土)

、
長
後
小

学
校
で
長
小
お
や
じ
の
会
主

催
に
よ
る
も
ち
つ
き
大
会
が

開
か
れ
た
。 

「
お
米
か
ら
お
も
ち
に
な

る
過
程
を
見
て
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
始
ま
っ
た
毎
年

恒
例
の
行
事
で
、
今
年
は
２

７
０
名
の
児
童
と
家
族
が
参

加
。
子
ど
も
た
ち
は
お
も
ち

の
作
り
方
を
学
び
、
一
人
十

回
ず
つ
交
代
で
、
う
す
と
杵

を
使
っ
て
の
も
ち
つ
き
体
験

を
し
た
。 

「
お
も
し
ろ
い
」
半
面
、

「
杵
が
重
い
。
胸
に
当
た
っ

て
痛
い
」
と
も
ち
つ
き
に
は

力
と
コ
ツ
が
い
る
こ
と
を
実

感
。
つ
い
た
も
ち
は
保
健
所

か
ら
の
指
導
で
配
布
は
さ
れ

ず
、
市
販
の
小
さ
な
鏡
餅
が

配
ら
れ
た
。 

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
〇×

ク

イ
ズ
が
行
わ
れ
、
手
作
り
の

あ
た
た
か
い
豚
汁
が
ふ
る
ま

わ
れ
た
。
青
空
の
も
と
み
ん

な
で
い
た
だ
く
豚
汁
は
格
別

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
鍋
が

空
に
な
っ
た
。 

楽
し
い
冬
の
風
物
詩
。
い

つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
と

願
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。 

 

長後小学校で もちつき大会 

11
月
７
日
（
土
）
藤
沢
市
民

交
通
安
全
推
進
総
ぐ
る
み
大
会

で
、
長
後
地
区
交
通
安
全
対
策
協

議
会
（
交
対
協
）
が
藤
沢
市
交
通

安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
。

こ
の
賞
は
長
年
に
わ
た
る
長
後

地
区
の
交
通
安
全
対
策
へ
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。 

受
賞
者
は
「
今
回
の
受
賞
は
、

日
頃
か
ら
自
治
会
交
通
部
長
や

地
域
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
、
交

通
事
故
防
止
運
動
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
。
こ
れ

か
ら
も
交
通
事
故
犠
牲
者
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
」
と
語
っ
た
。 

交
通
事
故
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て 

交
通
安
全
功
労
者
表
彰 

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
開
催 

心
あ
た
た
ま
る
ス
テ
ー
ジ 

12
月
５
日
、
長
後
市
民
セ
ン

タ
ー
体
育
室
で
、
共
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
た
。 

高
倉
中
学
校
、
長
後
中
学
校

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
二
年
生
に
よ

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
を
披
露

し
た
。
駆
け
つ
け
た
先
輩
た
ち
は

「
自
分
た
ち
の
演
奏
と
は
違
う

緊
張
感
が
あ
る
」
と
後
輩
を
見
守

り
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

た
。
児
童
ク
ラ
ブ
は
躍
動
感
に
あ

ふ
れ
た
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
。
藤
沢

総
合
高
校
は
、
迫
力
満
点
の
熱
演

で
、「
凄
ま
じ
か
っ
た
」「
終
曲
の

『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』
は
子
育
て

時
代
の
思
い
出
の
曲
。
涙
が
出
そ

う
に
な
っ
た
」
と
会
場
中
を
魅
了

し
た
。
最
後
に
出
演
者
と
聴
き

手
、
総
勢
４
５
０
名
が
「
ふ
る
さ

と
」
を
演
奏
し
歌
い
、
感
動
の
渦

に
包
ま
れ
会
の
幕
を
閉
じ
た
。 

長年の貢献を称えられて受賞 

長
後
地
区
防
災
講
演
会 

「異
常
気
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
対
策
」 

日
時 

２
月
20
日(

土)
 

13
時
30
分
～
15
時
40
分 

講
師 

日
本
気
象
協
会
防
災
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部

防
災
支
援
課 

課
長 

関
田
佳
弘
先
生 

場
所 

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー 

＊
入
場
無
料
、
事
前
申
込
不
要 

ご
存
知
で
す
か
？ 

『長
後
人
材
バ
ン
ク 

わ
・わ
・わ
』 

長
後
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

達
の
趣
味
や
楽
し
い
時
間
を
作

る
お
手
伝
い
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
で
す
。
現
在
は
23

項
目
の
コ
ー
ス
が
有
り
ま
す
。

ま
た
、
特
技
を
お
持
ち
の
方
、

教
え
る
の
が
好
き
な
方
の
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

〈
ご
利
用
方
法
〉 

①
講
師
の
交
通
費 

実
費
負
担 

②
材
料
費 

実
費
負
担 

（
テ
キ

ス
ト
代
・
材
料
費
な
ど
） 

③
個
人
で
も
お
申
し
込
み
可
能 

④
会
場
の
手
配
と
費
用 

依
頼

者
で
お
願
い
し
ま
す 

連
絡
先(

44)

６
８
３
８ 

五
味
渕 

＊
詳
細
は
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
下
さ
い
。 

和
・
輪
・
話 

親子そろって ぺったんこ！ 

各
戸
に
配
布
さ
れ
た
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ 

長
後
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト 

福
祉
講
演
会 

「ま
ず
は
相
談
、 

長
後
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」 

日
時 

２
月
６
日(

土)
 

13
時
30
分
～
15
時 

講
師 

長
後
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
社
会
福
祉
士
ほ
か 

場
所 

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー 

主
催 

長
後
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト 

問
合
せ 

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー 

(

44)

１
６
２
２ 

ア
ー
ト
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
湘
南 

日
時 

第
１
、
３
土
曜
日 

15
時
～
16
時
30
分 

会
費 

２
０
０
０
円
／
月 

講
師 

中
川
恭
子
先
生 

申
込 

井
上 

(

45)

３
３
１
７ 


